
1. 研究背景・目的

弱い紐帯の強さを考案したグラノヴェター（1973）は、ほと

んど会ったことない知り合いや趣味関係のような弱い紐帯に

よって、価値ある情報を得られると論じた。インターネット上

の弱い紐帯は、コミュニケーションを促進し、市民活動の参加

機会を提供する（Zúñiga	＆　Valenzuela、2011）。オンライン

コミュニティは、関心事や興味の共有によって、相互作用しな

がら新しい関係を形成し、拡張していくことができるため (Cha	

&	Kee,	2019)、高齢者にとって、新たな社会参加の場と言える。

日本の高齢者のインターネット利用率は 60 代 84.4％、70 代

59.4％として、年々増加傾向であるが ,家族との連絡や情報収

集のため利用していることが多い ( 橋本ら ,	2020; 総務省 ,	

2022)。日本では SNS のほか、高齢者を対象としたオンライン

コミュニティに関する研究はほとんど行われていない。しかし、

オンラインコミュニティにおける多様な情報や人々との出会い

は、高齢者にとって新たな刺激を促進する「社会的刺激（片桐 ,	
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2012）」となり、心理的健康につながると予想される。

よって本研究では、高齢者の社会的ネットワークとして弱い紐帯に着目し、

弱い紐帯を育む場としてオンラインコミュニティを位置づける。本研究の目的

は、オンラインコミュニティの活動において、弱い紐帯を育むことにつながる

と考えられる積極的な利用行動が、オンライン上の弱い紐帯を形成するのか、

また形成された弱い紐帯は孤独感の緩和と関連するのかについて検討すること

である。

2. 高齢者を対象としたオンラインコミュニティ研究のレビュー

本稿では、Arksey	 &	 O’Malley(2005) のスコーピングレビューの手順を参

考に高齢者を対象としたオンラインコミュニティ研究について、レビューを実

施した (図 1)。

高齢者を対象としたオンラインコミュニティの種類として、シニア向けオン

ラインコミュニティは、50 歳以上の中高齢者を対象としているオンラインコ

ミュニティである。一般的なオンラインコミュニティは、特定の興味や関心事

が合う人々が集まる場である一方、シニア向けオンラインコミュニティは、中

高年者であるという共通点が前提条件として構成される。シニア向けオンライ

ンコミュニティのテーマは、中高年者の人々が共感できる話題が多く、退職後

の生活、健康等の高齢期の悩みについて意見や経験、情報を共有する掲示板か

ら、趣味や関心事にかかわる内容まで幅広いテーマにおいて交流が行われてい

た（Nimrod,	 2011）。また、絵文字や俳句、短歌等の表現方法と通じて交流を

楽しむ等、同世代の人々が集まっていることを活かした交流が行われていた

(Kanayama,	2003)。
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図 1文献選定のフローチャート

次に、ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）は、近年注目されてい

る研究領域である。本研究に含まれているレビュー論文 3編全て SNS を取り上

げており、SNS の利用に関する既存の知見や研究のギャップを検討した研究、

SNS 利用と精神的、身体的健康との関連を検討した研究が含まれていた。高齢

者の SNS 利用研究は、利用の効果を示す研究が多いが、高齢者が SNS 利用への

必要性を感じないことから SNS を通じた交流への消極的な態度を示した研究も

あった。

以上、オンラインコミュニティ研究について検討したが、シニア向けオンラ

117



インコミュニティと SNS 両方ともオンライン上において、本人のプロフィール

を作成し、自分を表出することで、人々とつながるきっかけとなり得るオンラ

インプラットフォームである。シニア向けオンラインコミュニティと SNS のよ

うなオンラインプラットフォームは、オンライン上における社会や他者とのか

かわりを基盤とする活動であり、高齢者の社会的ネットワークや心理的健康に

つながり得るオンライン社会参加として位置づけることができると考える。

表 1　高齢者を対象としたオンラインコミュニティ研究の概括

国 a ①アメリカ：7件

②韓国：6件

③日本、中国、カナダ：4件

④イギリス、オーストラリア、オランダ：2件

⑤台湾、スウェーデン、ノルウェー、イスラエル、ギリ

シャ：1件

⑥特定なし：4件

研究方法 ①量的研究：19 件

②質的研究：8件

③混合研究：5件

④レビュー：3件

⑤その他：2件

オンラインコミュ

ニティの種類

①シニア向けオンラインコミュニティ：12 件

②ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）：11 件

③オンライン（モバイル）社会参加：5件

④オンラインコミュニティ：4件

⑤その他：5件

得られた知見 ①ポジティブな効果・可能性：17 件

②社会関係との関連：12 件

③オンラインコミュニティの内容・コンテンツ：5件

④ネガティブ・効果なし：3件

a) 複数の国を対象とした研究あり

3. 中高齢者向け SNS の利用行動と孤独感－ SNS 上の弱い紐帯の効果

インターネットは物理的な壁を越え、多様な人々とつながることができる

ツールであるが、インターネットを利用することで、家庭内のコミュニケーショ

ンが減少し、その結果孤独感が増加したというインターネットパラドックス

(Kraut	 et	 al.1998) の研究から、インターネットの利用と孤独感について多
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く論じられてきた。しかし、蓄積された知見は一貫していない。高齢者にとっ

て孤独感は身体的問題を引き起こされる一つの要因として、高齢化していく現

代社会の大きな課題とも言われている。高齢者を対象とした研究では、多くの

弱い紐帯を持つことによって、交流の機会が多くなり、孤独感が緩和されるこ

とが示された (Lam	 et	 al.,	 2023)。しかし、オフラインの関係に注目してい

るため、オンライン上における弱い紐帯と孤独感の関連についてはわかってい

ない。

よって、本研究では、A社が運営している中高齢者向けSNSの利用者を対象に、

中高齢者向け SNS における「コミュニケーション行動」と「イベント参加」と

いう利用行動が中高齢者向け SNS 上の弱い紐帯の形成につながるのか、また形

成された弱い紐帯は孤独感を緩和するのかについて検討を行った。

3.1 調査概要

本研究の対象である中高年者向け SNS は、A 社が運営している日本最大級の

中高年者を対象としたオンラインコミュニティである。利用者は、子育て後の

50 代後半の女性や退職間際の 60 代前半の男性の利用率が高く、男性利用者が

約 60％を占めている。オンラインコミュニティ内で行われる活動としては、

日記や写真の投稿、自主的なコミュニティ作成と参加、オフライン・オンライ

ンイベントの開催と参加のような機能、また他の人の投稿へのコメントや拍手

の反応、お気に入りさん ( フォロー )、ミニメール ( ダイレクトメッセージ )

等のソーシャルネットワークサービスの機能を備えている（Ostance,	2023）。

調査は 2023 年 2 月、A社が運営している中高齢者向け SNS において 60 ～ 79

歳の利用者を対象にインターネット調査を実施した。回答者は男性 526 名

(61.3%) 女性 332 名 (38.7%) であった。回答は日本全国から集められ、関東地

方が 352 件（40.8％）として最も多く、関西地方 230 件（26.7％）、中部地方

137 件（15.9％）順であった。

3.2 分析に用いた変数

中高齢者向け SNS の利用行動と弱い紐帯、孤独感の関連を検討するため、

SNS の利用行動の変数の作成については、中高齢者向け SNS のサービス内容を

参考に 9 項目を使用した。「1. 日記・写真の作成・投稿、2. 他の会員の日記・

写真・コメントを読む、3. コミュニティでの書き込み・投稿、4. 他の会員の
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投稿に拍手を送る、5.コメントの作成、6.ミニメール(ダイレクトメッセージ)

の利用、7. オフラインイベント参加、8. オンラインイベント参加、9. マイペー

ジのあしあと・伝言坂の確認 / 返信」の項目を作成し、回答は「①ほぼ毎日、

②週に数回、③月に数回、④年に１回程度、⑤利用しない (分析の際には、逆

転処理 )」を用いて回答を求めた。

分析を行うことにあたって、探索的因子分析を行った結果、第 1因子は、「1、

2、3，4，5，6，9（7項目）」を含むことから、SNS の機能を利用して交流を行

う「コミュニケーション行動」と命名した。第 2 因子は、「7、8（2 項目）」を

含むことから、「イベント参加」と命名した。	

中高齢者向けSNS上の弱い紐帯を測定する変数は、「中高齢者向けSNS上の中、

相互お気に入り会員さんは何人いますか。」という相互フォローの人数を用い

た。回答は、「① 0人 ,	1 ～ 2 人 ,	③ 3 ～ 4 人 ,	④ 5 ～ 9 人 ,	⑤ 10 ～ 19 人 ,	

⑥ 20 ～ 49 人 ,	⑦ 50 ～ 99 人 ,	⑧ 100 人以上」とした。

孤独感については、孤独感尺度短縮版 3項目日本語版 (Igarashi,2019) を用

いた。孤独感の 3項目は信頼度係数α =	.73 と高かったため、加算して 1つの

尺度とした。

3.3 結果・考察

3.3.1 中高齢者向け SNS 利用者に関する記述統計

中高齢者向け SNS 利用者の基本的属性について、表 2にまとめた。本研究の

分析対象者は、男性 61.3％、女性 38.7％であり、男性と女性の対象者を比較

するため、年齢、主観的経済水準、主観的健康状態に関してはｔ検定、最終学

歴、配偶者有無の変数についてはx2 検定を実施した。
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表 2　中高齢者向け SNS 利用者の記述統計 (n=858)

男性 女性 x2 検定 /t 検定

基本的属性

年齢
M=70.31
SD=5.08

M=67.48
SD=5.12

t(856)=7.916***

最終学歴

高卒程度以

下 :146(27.8%)

大卒程度以

上 :380(72.2%)

高卒程度以

下 :92(27.8%)

大卒程度以

上 :239(72.2%)

n.s

配偶者有無

配偶者

無 :93(17.8%)

配偶者

有 :430(82.2%)

配偶者無 :	

156(47%)

配偶者有 :	

176(53%)

x 2(1)=83.922***

就労状況
無職 :272(51.7%)

有職 :254(48.3%)

無職 :176(53%)

有職 :156(47%)
n.s

主観的経済水準 M=3.05(SD=.94) M=3.23(SD=.93) t(856)=-2.794**

主観的健康状況 M=3.56(SD=1.08) M=3.61(SD=1.00) n.s
***p	<.001,	**p	<.01,	*p	<.05

基本的属性においてｔ検定の結果、年齢（t(856)=7.916,	 p<	 .001）と主観

的経済水準（t(856)=-2.794,	 p<	 .01）において男女差がみられた。年齢は男

性が、主観的経済状況は女性の方が有意に高かった。

x2 検定の結果、基本的属性のうち、性別と配偶者有無の間に有意な関連がみ

られ（x2(1)=83.922,	p<	.001）、女性より男性の有配偶者の割合が有意に高い

ことが示唆された。

中高齢者向け SNS 利用者の年齢は男性が高く、配偶者がいる割合も男性が多

いことが示された。A 社の中高齢者向け SNS を利用しているユーザーは、女性

は 50 代後半が多く、男性は 60 代前半が多い（Ostance,	 2023）ことから今回

得られたデータは中高齢者向け SNS 利用者の年齢的特性を捉えていると考えら

れる。また、女性より男性の有配偶者率が高いことは、女性の平均寿命が長い

ことの影響と考えられる。日本の全国データにおいても、高齢者の有配偶者率

は、男性80.1％、女性51.4％として大きな差があることが確認できる(内閣府,	

2017)。主観的経済状況については、65 歳以上の年金受給者を男女で比較した

時、男性高齢者を 100 とすると、女性高齢者は 52.6 に過ぎないことが指摘さ
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れている ( 内閣府男女共同参画局 ,	2022)。しかし、中高齢者向け SNS を利用

している女性高齢者は、男性より主観的経済状況が高い傾向が示された。イン

ターネットや SNS の利用率は男性のほうが高いといわれている中、中高齢者向

け SNS を利用していること、大卒程度の割合が多いことも踏まえると、中高齢

者向け SNS を利用している女性は高学歴で、経済的にゆとりがあることが特徴

としてうかがえる。

3.3.2　中高齢者向け SNS 利用行動と孤独感－中高齢者向け SNS 上の弱い紐帯

の効果

本稿では、①中高齢者向け SNS における「コミュニケーション行動」と「イ

ベント参加」の頻度が弱い紐帯の形成に関連するのか、②形成された弱い紐帯

は孤独感の緩和に関連するのかについて検討するため、パス分析を実施した

(図 2)。その結果、中高齢者向け SNS 上のコミュニケーション行動頻度やイベ

ント参加頻度と中高齢者向け SNS 上の弱い紐帯は有意な正の関連、中高齢者向

け SNS 上の弱い紐帯と孤独感は有意な負の関連がみられた。

図 2パス分析の結果

中高齢者向け SNS における「コミュニケーション行動」や「イベント参加」

の頻度が多いと、SNS 上の弱い紐帯の形成につながり、さらに SNS 上において

形成された弱い紐帯は孤独感を緩和する可能性が示唆された。オフラインの弱

い紐帯を捉えた研究では、弱い紐帯によって多くの人々と交流する機会が増加

し、その中で人々とつながりを実感できることから孤独感が低減されることを

示した (Lam	 et	 al.,	 2023)。本研究の結果は、オンライン上においても、多

くの弱い紐帯を持つことによって、人々とのつながりを実感し、孤独感の緩和

と関連する可能性が示唆された。
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4. 本研究の示唆点・今後の課題

本研究では、多様化される高齢者のニーズに対応した一つの例として中高齢

者向け SNS を提示し、アクティブな高齢者のオンライン上の積極的な利用行動

がもたらす効果を示すことができた。本研究の知見は、高齢化の進行につれ、

高齢者向け市場が拡大されつつある中、新たな切口としてオンラインコミュニ

ティを活用したサービスの提案や消費を促進するための広報等のマーケティン

グ戦略についての議論を活発化させることに寄与できると考える。

最後に、本研究の課題としては、3.3.2 の研究の分析に用いた中高齢者向け

SNS の利用行動の変数は、探索的因子分析を通じて「コミュニケーション行動」

と「イベント参加」の二つの因子を特定したが、「コミュニケーション行動」

には写真や日記の投稿のような能動的な利用と他の会員の投稿を見るだけの受

動的な利用、また親しい関係において行われると予想されるダイレクトメッ

セージの利用の項目が混在している。そのため、どのような要因がオンライン

上の弱い紐帯の形成と関連するのかについては分かっていない。同じく「イベ

ント参加」の項目においても、オフラインイベント参加なのか、オンラインイ

ベント参加なのかによって、オンライン上の弱い紐帯への影響が異なる可能性

が考えられるため、今後「コミュニケーション行動」と「イベント参加」の各

項目を用いた詳細な分析が必要と考える。
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